
【別路線】

　数列 1a  ,  2a  ,  3a  ,  …   を次のように定義する。
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(2)    次の無限級数の和を求めよ。  
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【戦略】

(1) については右辺から攻めていけば ,  等式が繋がります。

（目がチカチカするので ,  置き換えをしながら進めていきます。）

(2) については (1) から 
 

 

P   計算の手法の 1 つである「差分解」からの

「和の中抜け」

を狙っていきます。

【解答】
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　　となり ,  示された。
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オイラーの無限積    ヴィエトの公式



【総括 2】

オイラーの無限積
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を得ます。
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ということになります。

これは「ヴィエトの公式」と呼ばれます。

ちなみに

【 2005  名古屋⼤のオチ】
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と並べてみます。

① のもととなる  
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の両辺の⾃然対数をとり ,  微分することで ② を得ました。

特に ,  それとほぼ同様な ②- の無限和の結果はヴィエトの公式と同じ結果

です。

② や  ②-  には名前がついていないようです。

（本家ヴィエトの公式に対して ,  ⾔うなれば分家ヴィエトの公式︖）

ただ ,  ヴィエトの⼿法は別にあり ,  そのアプローチについては以下の⾦沢

⼤学の問題が参考になります。


